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百貨店の苦戦がしばしば新聞などのメデ
ィアで報じられている。百貨店はスーパー
やコンビニなど他の業態と比較しても総じ
て凋落傾向にあるようだ。しかし経済史・
経営史研究の分野で百貨店史、特に戦前期
百貨店への関心は高いようで、2009年にも
戦前期百貨店に関するいくつかの論稿が発
表されている。 
吉川容「三越の大衆化―倉知誠夫時代の
連鎖店展開戦略―」（『三井文庫論叢』第 42
号：2008年 12月発刊と記されるが実際は
2009年 3月頃刊行）は、明治期日本で百貨
店のパイオニアとなった三越が、1922年に
「三越マーケット」を設けたのち大衆化を
図った事例を取り上げている。物価高騰が
社会問題になっていた折、三越の経営トッ
プにいた倉知誠夫に対し、官僚（商務局長）
がアメリカでの廉価販売小売商の事例を引
き合いに三越でも廉価販売を実施してはど
うかと促したことが、三越マーケット開設
の契機であったことが示されている。大正
期の米騒動に象徴されるような物価高騰へ
の対処は大正期流通政策の大きな課題であ
り、周知のごとくその解決策のひとつとし
て大都市では廉価販売の機関として公設市
場が設けられたが、政府は三越のような百
貨店に対しても類似の役割を期待していた
ことがわかり興味深い。「三越マーケット」
を開設したものの、三越はその翌年の関東
大震災で大きな被害を受け、その復興過程
で今度は連鎖店（チェーン）展開を試みる
も、商品調達面での条件が成熟していなか
ったために定着しなかったという。そして
チェーンストアを成功させた高島屋との対
照性が指摘される。 
満薗勇「戦前期日本における大都市呉服
系百貨店の通信販売」（『経営史学』第 44巻
1 号）は表題のごとく、明治期後半に三越
や松坂屋などの大都市呉服商が百貨店に脱
皮していく過程で通信販売業務にも参入し
た、その実態と意義を明らかにしている。
各店とも 1890年代以降の郵便制度（小包・
代金引換郵便など）整備を受けて通販事業
を開始するが、それは顧客が自分の年齢・
背丈・顔形・体格などを書き添えた注文状
を送り、店側でそれを見て顧客にふさわし
いものを仕立てて送るというスタイルであ
った。これは現代の通販とは大きく異なる
ものであるが、それは印刷技術未発達時代
の「カタログ製作の限界」に起因するもの
であり、顧客にとってはさぞ不便なもので
あったかと思いきや、そうでもなくて、当
時いまだ地方レベルでは情報が不足してい
たからブランドイメージが高い百貨店に注
文品を一任することは、一定の利便性や合
理性があったとされる。大都市呉服商は同
時に、地方都市への出張販売にも精力的で
あり、出張販売を通販のための広告として
活用し、地方の富裕層を顧客として取り込
んでいく。まず三越が 1900年代後半、その
他の百貨店でも 1910 年代にこのような事
業モデルを確立するが、1920年代には関東
大震災や昭和恐慌などの影響を受け、百貨
店の通販事業は伸び悩み、反百貨店運動の
激化で自制協定の実施（1932年）から百貨
店法の制定（1937年）に至る状況下で戦時
期の業務停止を迎えたという。 
一方、電鉄系百貨店に関しては、谷内正
往「戦前のターミナル・デパート―大鉄百
貨店の創立―」（『生駒経済論叢』第 7 巻 1
号）が、近鉄百貨店阿倍野本店の原点であ
る大鉄（大阪鉄道）百貨店について考察し
ている。大鉄では 1927年にすでに「大阪の
新宿」＝阿部野橋に日用品市場「大鉄アー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ケード」を開いていたが、これが盛況を極
めたために新社長佐竹三吾のもと、その拡
張策として大鉄百貨店を開業する（1937年
に全店開業）。それは先発の阪急百貨店をモ
デルとしたが、女店員養成のために女子実
業学校を設けるなどユニークな面も有して
いた。この百貨店の業績は決して悪いもの
ではなかったが、それでも阪急には大きく
水をあけられており、百貨店史における阪
急の位置を改めて感じさせられる。 
現代と戦前期とでは時代状況はまったく
異なるが、呉服系、電鉄系百貨店の創生期
に、それらが見せた積極的な事業展開の事
例から、現代の百貨店が学びとる点は何か
ないだろうか。 
 
